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問　
選
挙
課（
☎
（27）
２
７
８
１
）

　
新
し
い
選
挙
管
理
委
員
が
決
ま
り
、
委

員
会
で
の
互
選
に
よ
り
委
員
長
に
小
林
和

夫
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
石
井
利

直
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和

11
年
３
月
22
日（
木
）ま
で
で
す
。

問　
交
通
政
策
課（
☎
（27）
２
７
３
４
）

　
７
月
１
日（
火
）か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス「
あ
お
ぞ
ら
」の
運
行
時
間
や
経
路
、
本

数
な
ど
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
配
布
し
た
路
線
図
・
時
刻
表

ま
た
は
市
HP

を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

バ
ス
停
の
変
更

　「
北
公
民
館
」の
バ
ス
停
の
位
置
を
調
整

し
、
名
称
を「
伊
勢
崎
市
保
健
セ
ン
タ
ー
」

に
変
更
し
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
の
変
更

　
次
の
路
線
で
ダ
イ
ヤ
の
変
更
を
行
い
ま

す
。

※
変
更
後
の
ダ
イ
ヤ
は
、
配
布
し
た
路
線

図
・
時
刻
表
ま
た
は
市
HP
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

●
赤
堀
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

●
あ
ず
ま
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

●
東
西
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

●
境
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

●
南
部
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

●
伊
勢
崎
駅
北
巡
回
バ
ス

●
伊
勢
崎
駅
南
巡
回
バ
ス

●
宮
郷
名
和
連
絡
バ
ス

●
あ
ず
ま
・
境
連
絡
バ
ス

●
境
島
村
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

●
境
南
巡
回
バ
ス

発
着
地
な
ど
の
変
更

　
次
の
路
線
の
発
着
地
や
停
留
所
の
名
称

な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

●
あ
ず
ま
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
＝
10
便
の
到
着

地
と
11
便
の
出
発
地
を「
市
民
病
院
北
」か

ら「
伊
勢
崎
駅
南
口
」に
変
更
し
ま
す

●
境
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
＝
９
便
の
到
着
地
と

10
便
の
出
発
地
を「
境
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
」か
ら「
鶴
谷
病
院
」に
変
更
し
ま
す

●
南
部
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
＝「
馬
見
塚
中
町
」

の
停
留
所
を
豊
受
公
民
館
に
移
設
し
、
名

称
を「
豊
受
公
民
館
」に
変
更
し
ま
す
。
ま

た
、
発
着
地
を「
長
沼
会
館
」か
ら「
豊
受

公
民
館
」に
変
更
し
ま
す

●
伊
勢
崎
駅
南
巡
回
バ
ス
＝
越
山
橋
架
け

替
え
工
事
に
伴
う「
伊
勢
崎
駅
～
法
務
局

職
安
前
」の
路
線
変
更
を
解
消
し
、「
太
田

町
」に
は
停
車
し
な
く
な
り
ま
す

問　
子
育
て
支
援
課（
☎
（27）
２
７
５
０
）

　
市
は
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

HP
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

対　
高
校
３
年
生（
18
歳
に
な
っ
て
最
初

の
３
月
）ま
で
の
児
童
の
保
護
者

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
に
次
の
額

を
支
給
し
ま
す

●
３
歳
未
満
の
児
童
＝
１
万
５
０
０
０
円

●
３
歳
以
上
の
児
童
＝
１
万
円

※
第
３
子
以
降
は
３
万
円
で
す

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

児
童
扶
養
手
当

対　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護
者
ま
た
は

父
母
の
い
な
い
児
童
の
養
育
者

※
対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３

月
ま
で

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
に
次
の
額

を
支
給
し
ま
す

●
第
１
子
＝
１
万
１
０
１
０
円
～
４
万
６

６
９
０
円

●
第
２
子
以
降
＝
５
５
２
０
円
～
１
万
１

０
３
０
円

※
支
給
額
は
保
護
者
ま
た
は
養
育
者
の
所

得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当

対　
心
身
に
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
の
保
護
者

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
に
次
の
額

を
支
給
し
ま
す

●
１
級
＝
５
万
６
８
０
０
円

●
２
級
＝
３
万
７
８
３
０
円

※
児
童
の
障
害
の
状
態
に
よ
っ
て
等
級
が

異
な
り
ま
す

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指

定
講
座
を
受
講
し
た
場
合
に
、
受
講
費
用

の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護
者

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業

　
就
業
に
役
立
つ
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
、
養
成
機
関
に
お
い
て
６
カ
月
以
上
の

修
業
を
す
る
場
合
に
、
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

対　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護
者

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
事
業

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
合
格

を
目
指
す
場
合
に
、
対
策
講
座
の
受
講
費

用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対　
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
・

父
子
家
庭
の
保
護
者
ま
た
は
そ
の
扶
養
す

る
20
歳
未
満
の
児
童

養
育
費
確
保
支
援
事
業

　
養
育
費
を
確
実
に
受
け
取
れ
る
よ
う
、

養
育
費
に
関
す
る
公
正
証
書
な
ど
の
作
成

に
か
か
る
費
用
や
民
間
保
証
会
社
と
保
証

契
約
を
締
結
す
る
費
用
、
裁
判
外
紛
争
解

決
手
続（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）申
し
立
て
に
か
か
る
費

用
、
養
育
費
強
制
執
行
申
し
立
て
に
か
か

る
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

対　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護
者

ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
手
当

対　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護
者
、
父
母

の
い
な
い
児
童
の
養
育
者

※
対
象
児
童
は
小
・
中
学
生

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
２
０
０
０

円交
通
遺
児
等
福
祉
手
当

対　
中
学
生
以
下
の
交
通
遺
児
ま
た
は
心

身
に
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
の
保

護
者

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
２
０
０
０

円

子
育
て
世
帯
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

子
育
て
世
帯
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

選
挙
管
理
委
員
を

選
挙
管
理
委
員
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」の

運
行
経
路
な
ど
を
一
部
変
更
し
ま
す

運
行
経
路
な
ど
を
一
部
変
更
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

問　
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
６
）

均
等
割
・
平
等
割
が
減
額
と
な
る 

 

所
得
基
準
を
変
更

　
国
保
税
は
、
世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
前
年
所
得
の
合
計
が
一
定
の

基
準
以
下
で
あ
っ
た
場
合
、
均
等
割
と
平

等
割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
減
額
の
割
合
は

所
得
に
応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２
割
で
す
。

こ
の
う
ち
５
割
減
額
と
２
割
減
額
の
所
得

基
準
が
、
令
和
７
年
度
か
ら
表
１
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
す
。

課
税
額
の
上
限
を
変
更

　
国
保
税
の
課
税
額
は
、
医
療
分
・
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
・
介
護
納
付
金
分
を
合

算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
３
つ
の
項
目
に

は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
の
課
税
額
の
上
限
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
医
療
分
と

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
課
税
上
限
額
は
、

令
和
７
年
度
か
ら
表
２
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。

▲市HP

▲市HP

▲市HP

委員長
小林 和夫さん

委員長職務代理者
石井 利直さん

委員
大山 泰弘さん

委員
根岸 秀行さん

変更前 変更後

医療分 65万円 66万円

後期高齢者
支援金分 24万円 26万円

介護納付金分 17万円 17万円
（変更なし）

世帯員（世帯主と被保険者）の前年所得の合計 減額割合

43万円＋【10万円×（給与所得者等の数－１）】
以下の場合 ７割を減額

43万円＋【10万円×（給与所得者等の数－１）】
＋（30万5,000円×被保険者数）以下の場合
　　　　　　令和６年度は29万5,000円

５割を減額

43万円＋【10万円×（給与所得者等の数－１）】
＋（56万×被保険者数）以下の場合
　　　　　　令和６年度は54万5,000円

２割を減額

表１　国保税減額の基準となる所得額と減額割合

表２　年間の課税額の上限




